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目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

五条川左岸流域関連公共下水道事業認可区域内の住民に生活環境の改善と公共用水域

の水質保全のため、下水道普及率の向上を目指す。

内容

（手段）

◆２５年度実施内容

市街化区域内の人口密集地及び区画整理事業施行区域を中心に下水道管きょの整備を

行なった。

下水道事業認可区域：２，６７６ヘクタール

整備期間：昭和４８年度～平成２９年度

総事業費：６４９億円

職員は、整備計画に基づき、設計、監督を行う。

◆２５年度直接経費の内訳：汚水管渠整備費

委託費：　71,484千円

工事費：519,606千円
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工事費：519,606千円

補償費： 139,706千円

その他財源：起債、受益者負担金、一般会計繰入金

◆２６年度直接経費の内訳

委託費：  55,500千円

工事費：590,000千円

用地費：       986千円

補償費：140,000千円

その他財源：起債、受益者負担金、一般会計繰入金
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事業の

達成状況

平成25年度においても、普及率及び整備率は概ね目標値を達成し、満足できる結果

となった。
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事業実施におけ

る課題

公共下水道事業には膨大な事業期間や事業費を要するため、安定した予算措置が

必要と考える。
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一次評価のとおり。維　持

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

判　定　理　由方向性の判定

維　持

市民の更なる生活環境向上のため今まで以上に経済的かつ効果的な下水道事業を

進める必要がある
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２７年度以降

の改善案

事業認可区域拡大も含め、安定した下水道整備を進め、地区間での生活環境の差を

無くす必要がある。
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果果果果

小牧市の下水道普及率は25年度で71.5%で24年度（70.1%）と比較して、1.4%増で推移

したものの、普及率100%を目指し、今後も充実した公共下水道整備が必要である。

判定理由

公共下水道事業を休廃止すると、下水道利用可能地区とそうでない地区との間に不

公平感が生じる。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


